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　平成28年度～29年度に都内小学校２校において５、６年生を対象として測定したデータ（414名）について集計・分析を行った。 
　その結果、身長、体重、肥満度、骨格筋量、体脂肪率においては、東京都心部と山間部の小学校では測定値に違いはなく、骨密度は、男子において山間部のほ
うが有意に高かったことから、校庭の広さ等の運動環境は子どもの骨密度に影響する可能性が考えられたが、筋肉量や体脂肪率には影響をあたえないと考えられ
た。 
　性別で比較すると、体脂肪率は６年生で男子よりも女子のほうが有意に高かった。 
　また、学年別に比較すると、骨格筋量および全体筋肉量は男子において５年生よりも６年生のほうが多く、体脂肪率は女子において５年生よりも６年生のほう
が高いことがわかった。これらのことから、小学６年生ころから第二次性徴にともなう身体構成の変化を確認することができた。 
　以上の結果を含めてさらに調査・測定を進めるため、来年度からの測定にむけて機器整備、補修をおこない、新規に購入した骨密度については測定バイアス軽
減のために測定トレーニングを実施した。また、対象校の選定については運動環境等を考慮しながら研究協力依頼をすすめている。
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〔雑誌論文〕　計1件（うち査読付論文　1件／うち国際共著　0件／うちオープンアクセス　0件）

2018年
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2018年

第65回日本栄養改善学会
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Journal of Medical Safety

中高年女性の健康と大学在籍時の食事摂取状況との関連：縦断研究
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 １．発表者名
上杉宰世，小林実夏，彦坂令子

 ２．発表標題

Relationship between professional employment as a practing dietitian and health status among
graduates of a department of food science and nutrition

 ２．論文標題

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －
 オープンアクセス  国際共著

24

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無
なし

機器購入時に相見積もりとしたことから、業者による値引きが発生したため。

 １．著者名  ４．巻
Minatsu Kobayashi, Sayo Uesugi, Reiko Hikosaka 10

 ５．発行年

来年度は対象校１～２校について、身体計測および食事調査を実施する。また、来年度はアジア国際栄養学会が開催されるため、諸外国における小児の身体計測
と体力について最新情報を得たいと考えている。

８．今後の研究の推進方策
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